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シベリア森林火災が日本のPM2.5汚染に及ぼす影響
Contribution of Siberian forest fires to PM2.5 pollution in Japan
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シベリア森林火災は微量気体やエアロゾルの重要な発生源であり、長距離輸送によって風下域の大気質に影響を及ぼ
す。2001年から PM2.5質量濃度の測定が行われている北海道利尻島は、日本の中でも PM2.5濃度が低い地域に位置し
ているが、特に春季に日平均濃度の環境基準 (35µg/m3)超過が観測される年がある。シベリアで大規模な森林火災が発
生した 2003年 5月には、PM2.5濃度が最大 108µg/m3に達するなど、高濃度イベントが複数回観測され、一酸化炭素の
濃度上昇も同時に起こっていた。日本の平均的な PM2.5濃度は大陸からの越境輸送の寄与によって、一般に西側ほど濃
度が高く、北東へ向かうに従い下がる傾向がある。ところが、2003年 5月の月平均濃度は逆の傾向となっており、宮城
県箟岳や隠岐よりも利尻のほうが高く、MODISによるエアロゾル光学的厚さ (AOD)でも同じ傾向が確認された。
　領域化学輸送モデルWRFv3.3.1/CMAQv4.7.1によるシミュレーションは、PM2.5濃度を過小評価する傾向があるも

のの、イベントの濃度上昇のタイミングや時間変動を概ね再現することができていた。モデルの結果によると、高濃度
PM2.5気塊は大規模な森林火災の発生していたバイカル湖の東側から中国東北部、ロシア沿海地方を通り、北海道に到達
していた。また、衛星観測データ AIRSによる COカラム濃度やMODISによる AODも同様に、汚染気塊がシベリアか
ら北日本に輸送される様子が確認された。北緯 40度以北のバイオマス燃焼のエミッション (GFEDv3.1)をゼロにした感
度実験を行い、標準実験との濃度差からシベリア森林火災の寄与を見積もった。2003年 5月の月平均濃度に対する寄与
は、利尻で 64%、箟岳と隠岐の双方で 45%と算出され、北日本だけでなく太平洋側や西日本の大気環境への影響も示唆
された。シベリア森林火災は年々変動が大きく、日本への影響がほとんど見られない年も多いが、大規模な火災があっ
た年には、北日本において短期環境基準値を超えるほどの影響を及ぼすことが示唆された。
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